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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 12日 (2005.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ レ ル （ ５ ） に 取 付 け ら れ る タ イ ヤ カ ー カ ス を 造 形 す る ド ラ ム で あ っ て 、 該 ド ラ ム は 、
上 記 バ レ ル に 取 付 け ら れ 、 造 形 す べ き カ ー カ ス （ ２ ） の ビ ー ド を 保 持 す る た め の ２ つ の 装
置 （ ７ 、 ８ ） と 、 バ レ ル （ ５ ） の ま わ り に 周 方 向 に 配 置 さ れ る プ レ ー ト （ ３ １ ） の 外 面 （
３ １ ０ ） す べ て に よ り 構 成 さ れ る 上 記 カ ー カ ス 用 の 受 け 面 （ ３ ０ ） と 、 機 械 的 拡 張 手 段 と
を 備 え 、 該 機 械 的 拡 張 手 段 は 、 プ レ ー ト （ ３ １ ） ご と に 、 Uリ ン ク （ ３ ２ ） と バ レ ル （ ５
） 上 で 軸 方 向 に 変 位 可 能 で あ る ク ラ ウ ン （ ３ ５ ） と の 間 に 関 節 接 合 さ れ る ２ つ の ア ー ム （
３ ３ 、 ３ ４ ） と 、 上 記 ア ー ム の う ち の 一 方 （ ３ ３ ） と バ レ ル （ ５ ） に 固 定 さ れ て 取 付 け ら
れ る ク ラ ウ ン （ ３ ７ ） と の 間 に 関 節 接 合 さ れ る カ ウ ン タ ア ー ム （ ３ ６ ） と を 備 え 、 カ ウ ン
タ ア ー ム （ ３ ６ ） と ク ラ ウ ン （ ３ ７ ） に よ っ て つ く ら れ る 係 止 と 組 み 合 わ さ れ た ク ラ ウ ン
（ ３ ５ ） の 軸 方 向 変 位 に よ り 、 ド ラ ム （ １ ） の 引 込 み 位 置 と 拡 張 位 置 と の 間 で プ レ ー ト （
３ １ ） を 半 径 方 向 に 変 位 さ せ る ド ラ ム に お い て 、 プ レ ー ト （ ３ １ ） は 、 ド ラ ム （ １ ） の 軸
線 と 平 行 な 軸 線 を 中 心 と し て プ レ ー ト （ ３ １ ） を 枢 動 さ せ る 各 プ レ ー ト （ ３ １ ） の 内 面 （
３ １ １ ） に 位 置 決 め さ れ た 関 節 （ ３ ８ ） に よ っ て Uリ ン ク （ ３ ２ ） に 連 結 さ れ て お り 、 ま
た ガ イ ド 手 段 （ ４ ３ ） を 備 え て お り 、 該 ガ イ ド 手 段 （ ４ ３ ） に よ り 、 各 プ レ ー ト （ ３ １ ）
は 、 そ の 内 面 （ ３ １ １ ） に 沿 っ て 、 隣 接 プ レ ー ト の ガ イ ド 手 段 に 圧 接 し て ド ラ ム の 拡 張 位
置 に お け る 一 定 の 半 径 方 向 高 さ で の 各 プ レ ー ト の 外 面 の 位 置 決 め を 許 容 し 、 且 つ 関 節 （ ３
８ ） に 対 す る 傾 動 を 許 容 し 、 プ レ ー ト （ ３ １ ） が ド ラ ム （ １ ） の 引 込 み 位 置 に お い て 互 い
に 重 ね ら れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 造 形 ド ラ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 プ レ ー ト (３ １ )用 の ガ イ ド 手 段 は 上 記 プ レ ー ト の 内 面 （ ３ １ １ ） に よ り 支 持 さ れ た カ
ム （ ３ １ ２ ） と 、 隣 接 プ レ ー ト の カ ム （ ３ １ ２ ） と 協 働 す る ガ イ ド ロ ー ラ （ ４ ３ ） と を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ド ラ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 プ レ ー ト （ ３ １ ） の カ ム （ ３ １ ２ ） は 周 方 向 に 延 び て お り 、 そ の 端 部 の 各 々 が 隣 接 プ
レ ー ト の ガ イ ド ロ ー ラ （ ４ ３ ） を 受 入 れ る ハ ウ ジ ン グ （ ３ １ ３ 、 ３ １ ４ ） に 開 口 し て お り
、 各 プ レ ー ト （ ３ １ ） に よ り 支 持 さ れ た ２ つ の ハ ウ ジ ン グ （ ３ １ ３ 、 ３ １ ４ ） は ド ラ ム （
１ ） の 拡 張 位 置 お よ び 引 込 み 位 置 に そ れ ぞ れ 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
ド ラ ム 。



【 請 求 項 ４ 】
　 調 整 装 置 （ ３ １ ３ 、 ４ ３ ） が ド ラ ム （ １ ） の 拡 張 の 最 終 直 径 を 数 ミ リ 程 度 に 調 整 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ド ラ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 調 整 装 置 は ド ラ ム （ １ ） の 拡 張 位 置 に 対 応 す る 各 プ レ ー ト （ ３ １ ） を 受 入 れ る ハ ウ ジ ン
グ （ ３ １ ３ ） を 備 え て お り 、 該 ハ ウ ジ ン グ （ ３ １ ３ ） は そ の 長 さ が 隣 接 プ レ ー ト の ガ イ ド
ロ ー ラ （ ４ ３ ） の 異 な る 安 定 な 位 置 決 め 作 動 を 許 容 す る よ う に 周 方 向 に 延 長 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の ド ラ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 弾 性 ス リ ー ブ （ ４ １ ） が 、 カ ム （ ３ １ ２ ） 、 プ レ ー ト の ハ ウ ジ ン グ （ ３ １ ３ 、 ３ １ ４ ）
、 お よ び 隣 接 プ レ ー ト の ガ イ ド ロ ー ラ （ ４ ３ ） の 相 互 の 接 触 を 確 保 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か の １ 項 に 記 載 の ド ラ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う な 解 決 策 が 提 案 さ れ て お り 、 こ の 特 許 文 献 は 交 差 し た 連 結 ロ ッ
ド に そ れ ぞ れ 取 付 け ら れ る 僅 か に 丸 天 井 形 で あ る プ レ ー ト を カ ー カ ス の 造 形 に 利 用 し て い
る ド ラ ム を 説 明 し て い る 。 こ の ド ラ ム は 信 頼 性 が あ る と 思 わ れ る が 、 引 込 み 位 置 に お け る
ド ラ ム の 受 け 面 の 直 径 と 、 拡 張 位 置 に お け る ド ラ ム の 受 け 面 の 直 径 と の い ず れ の 主 な 差 を
も 受 入 れ る こ と が で き ず 、 し か も 、 ド ラ ム の 最 小 直 径 は 例 え ば 、 直 径 １ ３ イ ン チ の リ ム に
取 付 け る よ う に な っ て い る タ イ ヤ を 受 入 れ る こ と が で き な い 。 実 際 、 交 差 し た 連 結 ロ ッ ド
は 、 ド ラ ム の 引 込 み 位 置 に お い て な お 大 き な 空 間 を 取 っ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 類 の 他 の ド ラ ム は 、 ギ ヤ 機 構 に よ り 夫 々 作 動 さ れ る ド ラ ム 用 の 受 け 面 を 構 成 す る
プ レ ー ト を 有 す る 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る ド ラ ム の よ う な ド ラ ム の 引 込 み 位 置 に お い
て よ り 小 さ い 空 間 を 取 る プ レ ー ト お よ び そ れ ら の 拡 張 機 構 を 作 成 す る こ と に よ り 上 記 問 題
を 解 決 し て い る 。 こ の ギ ヤ 機 構 は 、 全 く 異 な る 曲 率 半 径 を 有 す る ３ つ の 部 分 よ り な る ア ー
ム の 端 部 に よ り 各 々 支 持 さ れ た 互 い に 協 働 す る ２ つ の ピ ニ オ ン を プ レ ー ト ご と に 備 え て お
り 、 ア ー ム の 他 端 部 は ド ラ ム の ボ デ ィ 上 で 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の よ う な ド ラ ム は
、 ギ ヤ 機 構 が 複 雑 で あ る た め 、 狭 い 範 囲 内 で も 造 形 前 の 異 な る 直 径 の カ ー カ ス を 有 す る タ
イ ヤ を 受 入 れ る こ と が で き な い 。
　 異 な る も の で あ る が 、 な お 取 ら れ る 空 間 の た め に 、 特 許 文 献 ３ お よ び 特 許 文 献 ４ で 提 案
さ れ て い る 持 上 げ 機 構 に つ い て も 同 じ 所 見 が あ て は ま る 。
　 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ て い る ド ラ ム は 、 固 定 さ れ た ク ラ ウ ン に 連 結 さ れ た カ ウ ン タ ア ー
ム と 組 み 合 わ さ れ て 作 用 す る ク ラ ウ ン の 軸 方 向 変 位 に よ り ド ラ ム の 軸 線 と 平 行 な 平 面 上 で
傾 動 す る ア ー ム に 連 結 さ れ た プ レ ー ト の 組 立 体 を 半 径 方 向 に 持 ち 上 げ る 機 構 を 備 え る 。 こ
の 機 構 も ま た 、 直 径 の 一 定 し た 変 化 を プ レ ー ト に 与 え る 可 能 性 が 制 限 さ れ た ま ま で あ る 。
な ぜ な ら ば 、 本 発 明 に 関 し て 以 下 で わ か る よ う に 、 プ レ ー ト は 、 ド ラ ム の 軸 線 と 平 行 な 軸
線 を 中 心 と し て 枢 動 せ ず 、 こ の こ と が 、 引 込 み 位 置 に お い て 低 い 直 径 を 得 る 可 能 性 を 制 限
し て い る か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

(2) JP 2004-520194 A5 2005.12.22



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 第 ４ ９ － １ ３ ６ ２ ９ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 フ ラ ン ス 特 許 公 報 第 ８ ３ ９ ９ １ ６ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 特 許 公 報 第 ２ ３ ０ ０ ３ ３ ０ 号
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 公 報 第 ３ ３ ６ ６ ５ ２ ６ 号
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 バ レ ル に 取 付 け ら れ る タ イ ヤ カ ー カ ス を 造 形 す る ド ラ ム で あ っ て 、 上
記 バ レ ル に 取 付 け ら れ 、 造 形 す べ き カ ー カ ス の ビ ー ド を 保 持 す る た め の ２ つ の 装 置 と 、 バ
レ ル の ま わ り に 周 方 向 に 配 置 さ れ る プ レ ー ト の 外 面 す べ て に よ り 構 成 さ れ る 上 記 カ ー カ ス
用 の 受 け 面 と 、 バ レ ル お よ び Uリ ン ク に 連 結 さ れ 、 ド ラ ム の 引 込 み 位 置 と 拡 張 位 置 と の 間
で プ レ ー ト を 半 径 方 向 に 変 位 さ せ る 機 械 的 拡 張 手 段 と を 備 え て い る ド ラ ム に お い て 、 プ レ
ー ト は 、 ド ラ ム の 軸 線 と 平 行 な 軸 線 を 中 心 と し て プ レ ー ト を 枢 動 さ せ る 各 プ レ ー ト の 内 面
に 位 置 決 め さ れ た 関 節 に よ っ て Uリ ン ク に 連 結 さ れ て お り 、 ま た ガ イ ド 手 段 を 備 え て お り
、 該 ガ イ ド 手 段 に よ り 、 各 プ レ ー ト は 、 そ の 内 面 に 沿 っ て 、 隣 接 プ レ ー ト の ガ イ ド 手 段 に
圧 接 し て ド ラ ム の 拡 張 位 置 に お け る 一 定 の 半 径 方 向 高 さ で の 各 プ レ ー ト の 外 面 の 位 置 決 め
を 許 容 し 、 且 つ 関 節 に 対 す る 傾 動 を 許 容 し 、 プ レ ー ト が ド ラ ム の 引 込 み 位 置 に お い て 互 い
に 重 ね ら れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 造 形 ド ラ ム が 提 供 さ れ る 。
　 本 発 明 に よ る 造 形 ド ラ ム の 効 果 は 、 ド ラ ム の 引 込 み 位 置 に お い て ド ラ ム に よ っ て 取 ら れ
る 空 間 を 減 少 さ せ 、 非 常 に 減 少 さ れ た 最 小 の 直 径 を 与 え る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 拡 張 手 段 の ほ か に 、 ド ラ ム １ は プ レ ー ト ３ １ の ド ラ ム の 外 側 に 向 か う 半 径 方 向
「 上 方 移 動 」 お よ び ド ラ ム の 中 心 に 向 か う 半 径 方 向 「 下 方 移 動 」 を 案 内 す る ガ イ ド 手 段 （
３ ２ 、 ４ ３ 、 ３ １ ２ ） を 有 し て い る 。 実 際 、 プ レ ー ト に 早 期 摩 耗 お よ び 主 な 表 面 欠 陥 を 引
き 起 こ し が ち で あ る 衝 撃 を 回 避 す る た め に 、 且 つ 新 た な 応 力 に よ り 機 械 的 拡 張 装 置 （ プ レ
ー ト /ア ー ム /ク ラ ウ ン 同 期 性 ） を 品 位 低 下 し が ち で あ り 且 つ プ レ ー ト の 輪 郭 を 変 更 し が ち
で あ る プ レ ー ト 間 の 摩 擦 を 防 ぐ よ う に 、 ド ラ ム 、 特 に プ レ ー ト の 信 頼 性 お よ び 寿 命 お よ び
そ れ ら の 変 位 機 構 の た め に 、 ド ラ ム の 引 込 む 位 置 に 重 ね ら れ た プ レ ー ト が 整 頓 /制 御 式 に
配 置 さ れ る の が 肝 要 で あ る 。
　 何 故 な ら 、 ア ー ム ３ ３ 、 ３ ４ は 、 端 部 ３ ３ １ 、 ３ ４ １ が 関 節 接 合 さ れ た Uリ ン ク ３ ２ に
よ り 各 プ レ ー ト ３ １ に 設 け ら れ 、 Uリ ン ク ３ ２ 自 身 が 各 プ レ ー ト ３ １ と 一 体 の 第 ２ Uリ ン ク
４ ２ に よ り 固 定 さ れ て い る か ら で あ る 。 第 ２ Uリ ン ク ４ ２ は 第 １ Uリ ン ク ３ ２ に 対 し て 関 節
接 合 さ れ て お り 、 関 節 接 合 の 軸 線 は プ レ ー ト が ア ー ム ３ ３ 、 ３ ４ に 対 し て 枢 動 す る こ と が
で き る よ う に ド ラ ム １ の 軸 線 と 平 行 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 プ レ ー ト ３ １ と 関 連 さ れ た 各 Uリ ン ク ３ ２ は 隣 接 プ レ ー ト 用 の ガ イ ド 装 置 を 支 持 し て い
る 。 こ の 目 的 で 、 各 Uリ ン ク ３ ２ は 、 こ れ が 隣 接 プ レ ー ト に 近 接 し て 配 置 さ れ る よ う に ド
ラ ム １ の 軸 線 と 平 行 で あ る 各 プ レ ー ト ３ １ の 横 縁 部 の う ち の 一 方 に 近 接 し て 設 け ら れ て い
る 。 図 ３ お よ び 図 ４ で わ か る よ う に 、 各 Uリ ン ク ３ ２ は こ れ と 関 連 さ れ た プ レ ー ト ３ １ の
外 側 に 周 方 向 に 配 置 さ れ た ガ イ ド ロ ー ラ ４ ３ を 支 持 し て い る 。
　 各 プ レ ー ト ３ １ は 、 ド ラ ム の 中 心 に 対 す る そ の 内 面 ３ １ １ に 、 こ の プ レ ー ト ３ １ に 隣 接
す る プ レ ー ト に 固 定 さ れ た Uリ ン ク に よ り 支 持 さ れ た ロ ー ラ ４ ３ と 協 働 す る 周 方 向 に 延 び
る カ ム ３ １ ２ を 支 持 し て い る 。 こ の カ ム は 、 ド ラ ム １ の 引 込 む 位 置 お よ び 拡 張 位 置 に 対 応
す る ２ つ の 止 め 位 置 を 最 適 に す る た め に そ れ ぞ れ 隣 接 プ レ ー ト の ロ ー ラ を 受 け る た め の ハ
ウ ジ ン グ ３ １ ３ 、 ３ １ ４ に プ レ ー ト の 両 端 で 開 口 し て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ド ラ ム １ の 引 込 み 位 置 は ド ラ ム の 中 心 に 最 も 近 く で あ り 、 互 い に 重 ね ら れ た プ レ ー ト ３
１ の 半 径 方 向 位 置 、 お よ び プ レ ー ト ３ １ の 外 面 ３ １ ０ が 円 筒 形 表 面 を な し て い て 、 ド ラ ム
の 中 心 か ら 半 径 方 向 に 間 隔 を 隔 て た プ レ ー ト の 半 径 方 向 位 置 に 対 応 し て い る 。
　 有 利 に は 、 全 く 同 一 の 組 の プ レ ー ト に つ い て 数 ミ リ 程 度 の 拡 張 直 径 を 得 る た め に プ レ ー
ト 間 の 遊 び に 影 響 す る こ と を 可 能 に す る 調 整 手 段 の 対 策 を と る の が よ い 。 か く し て 、 ハ ウ
ジ ン グ ３ １ ３ の 周 方 向 長 さ に 作 用 す る こ と に よ り 、 拡 張 直 径 の 狭 い 範 囲 に 対 応 す る ロ ー ラ
４ ３ の 接 触 位 置 の 狭 い 範 囲 が も た ら さ れ 、 所 望 直 径 の 決 定 は ピ ス ト ン /シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト
４ ０ の 止 め 壁 部 ４ ０ ２ の 軸 方 向 固 定 に よ り 行 わ れ る 。
　 し か も 、 各 プ レ ー ト ３ １ は 、 ド ラ ム の 拡 張 位 置 に 対 応 す る 唯 一 限 界 位 置 に お い て プ レ ー
ト 間 に 追 加 の 支 持 体 を 構 成 す る た め に 上 記 ロ ー ラ と 周 方 向 に 実 質 的 に 整 合 さ れ て ロ ー ラ ４
３ の 軸 方 向 に 両 側 に 配 置 さ れ た 接 触 ね じ ４ ４ を 支 持 し て い る 。 対 称 お よ び 安 定 性 の 理 由 で
、 ２ つ の 接 触 ね じ の 存 在 が 満 足 で あ る と 思 わ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ は Uリ ン ク ４ ２ 用 の ね じ を 固 定 す る た め の 通 し 穴 ３ １ ５ を プ レ ー ト ３ １ の 内 面 に 示
し て い る 。
　 こ の ガ イ ド 装 置 の 作 用 は 、 異 な る 要 素 の 参 照 符 号 に 付 し た 記 号 A、 Bを ２ つ の 隣 接 プ レ ー
ト ３ １ A、 ３ １ Bに 対 応 し て 使 用 す る 図 ３ を 参 照 し て よ く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
　 図 ３ に お い て 、 ド ラ ム は 拡 張 位 置 に あ り 、 従 っ て 、 プ レ ー ト は ド ラ ム の 中 心 か ら 最 も 遠
い 位 置 に あ り 、 可 動 ク ラ ウ ン ３ ５ は 固 定 ク ラ ウ ン ３ ７ に 最 も 近 い 。
　 こ の 位 置 で は 、 プ レ ー ト ３ １ A、 １ ３ Bは 接 触 状 態 で は な く 並 ん で い る が 、 プ レ ー ト ３ １
Bに 繋 が れ た Uリ ン ク ３ ２ Bに よ り 支 持 さ れ た ロ ー ラ ４ ３ Bは プ レ ー ト ３ １ Aと 接 触 し て お り
、 よ り 正 確 に は 、 カ ム ３ ２ １ Aの 端 部 の う ち の 一 方 に 位 置 決 め さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ １ ３ の
プ レ ー ト A（ 図 ３ で は 見 る こ と が で き な い ） 内 に 支 持 さ れ て い る 。 プ レ ー ト ３ １ Aと ロ ー ラ
４ ３ Bと の 接 触 は 図 ２ に 示 す 弾 性 ス リ ー ブ ４ １ に よ り 維 持 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ド ラ ム １ を そ の 拡 張 位 置 か ら そ の 引 込 み 位 置 に 向 け て 移 動 さ せ る た め に 、 ピ ス ト ン ／ シ
リ ン ダ ユ ニ ッ ト ４ ０ を ド ラ ム の 外 側 に 向 か う ピ ス ト ン の 変 位 で 作 動 し 、 か く し て ピ ス ト ン
を 固 定 ク ラ ウ ン ３ ７ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り ク ラ ウ ン ３ ５ の 軸 方 向 変 位 を
伴 う 。 次 い で 、 プ レ ー ト ３ １ を 作 動 す る ア ー ム ３ ３ 、 ３ ４ が カ ウ ン タ ア ー ム ３ ６ に よ り 生
じ る 係 止 に よ り 傾 動 し 、 ド ラ ム の 中 心 に 向 か う 上 記 プ レ ー ト の 半 径 方 向 変 位 を 伴 う 。
　 ド ラ ム の 中 心 に 向 か う こ の 移 動 中 、 プ レ ー ト は ガ イ ド ロ ー ラ ４ ３ に よ り 、 且 つ ロ ー ラ と
プ レ ー ト と の 接 触 を 維 持 す る 弾 性 ス リ ー ブ ４ １ の 力 に よ り 互 い に 接 触 し た ま ま で あ る 。 か
く し て 、 プ レ ー ト ３ １ A、 ３ １ Bは そ れ ら の 夫 々 の ア ー ム ３ ３ A、 ３ ４ A、 ３ ３ B、 ３ ４ Bに よ
り ド ラ ム の 中 心 に 向 け て 半 径 方 向 に 連 行 さ れ 、 そ し て ロ ー ラ ４ ３ Bは か む ３ １ ２ Aに 追 従 し
、 こ れ に よ り プ レ ー ト ３ １ Bを 内 面 ３ １ １ Aと プ レ ー ト Bの 外 面 ３ １ ０ と の 間 の 最 小 の 遊 び
で プ レ ー ト ３ １ Aの 下 を 摺 動 す る よ う に 駆 動 す る 。
　 プ レ ー ト ３ １ の 半 径 方 向 の 移 動 時 の こ の 位 置 決 め は 軸 線 ３ ８ を 中 心 と し た Uリ ン ク ３ ２
に 対 す る プ レ ー ト の 枢 動 の 自 由 度 に よ り 可 能 で あ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 プ レ ー ト の た め
の 輪 郭 、 特 に 肩 部 に つ い て の 輪 郭 の 非 常 に 幅 広 い 範 囲 を 受 入 れ る こ と が 効 果 的 に 可 能 で あ
る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ロ ー ラ ４ ３ Bが カ ム ３ １ ２ Aの 経 路 の 端 部 に 達 す る と 、 ロ ー ラ ４ ３ Bは プ レ ー ト A（ 図 ３ で
は 見 る こ と が で き な い ） の ハ ウ ジ ン グ ３ １ ４ と 接 触 し て ド ラ ム の 最 適 な 引 込 み 位 置 に 対 応
す る プ レ ー ト の 第 ２ 限 界 位 置 を 定 め る 。 こ の 引 込 み 位 置 で は 、 プ レ ー ト ３ １ は 互 い を 大 き
く 覆 う 。
　 ド ラ ム の 引 込 み 位 置 か ら 拡 張 位 置 ま で の 逆 の 移 動 は 以 上 に 説 明 し た こ と か ら 異 な る こ と
な し に 推 論 す る こ と が で き る 。
　 従 っ て 、 こ の ド ラ ム は 、 割 合 的 に 低 い 幅 を 有 し て い て も 非 常 に 大 き い 直 径 の タ イ ヤ お よ
び 非 常 に 大 き い 直 径 お よ び 非 常 に 大 き い 幅 の タ イ ヤ の 両 方 を 製 造 す る こ と が 可 能 で あ る 。
何 故 な ら 、 タ イ ヤ を 載 置 す る 主 応 力 を 受 入 れ る こ と を 可 能 に す る 受 け 面 の 信 頼 性 を 確 保 し
な が ら 、 引 込 み 位 置 に お い て 小 さ い 直 径 お よ び 拡 張 位 置 に お い て 非 常 に 大 き い 直 径 の 受 け
面 を 有 す る ド ラ ム を 得 る こ と が 可 能 で あ る か ら で あ る 。 か く し て 、 直 径 １ ３ イ ン チ お よ び
直 径 ２ ２ イ ン チ の リ ム に 均 等 に 取 付 け る よ う に な っ て い る タ イ ヤ を 受 入 れ る こ と が 可 能 で
あ り 、 ま た タ イ ヤ の カ ー カ ス の 直 径 の 増 大 を ２ ０ ０ ％ 程 度 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か も 、 異 な る 外 径 の タ イ ヤ を 造 形 前 に は １ つ の 同 じ 直 径 の カ ー カ ス で 製 造 す る た め に
、 先 に 述 べ た よ う に 、 差 が た っ た 数 ミ リ で あ る 場 合 の 可 能 な 変 化 を 除 い て プ レ ー ト す べ て
を 変 更 す る こ と が 必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 ド ラ ム の 残 部 お よ び プ レ ー ト を 変 位 さ せ る
た め の 機 構 の 残 部 が 同 じ ま ま で あ る の で 、 Uリ ン ク ４ ２ を プ レ ー ト に 固 定 す る ２ つ の ね じ
を 急 速 の 分 解 す る こ と だ け が 必 要 で あ る 。 実 際 、 造 形 前 に は １ つ の 同 じ 直 径 の カ ー カ ス に
お い て 、 プ レ ー ト だ け が 寸 法 性 で あ り 、 ド ラ ム の 残 部 す べ て が 多 寸 法 性 で あ る 。
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